
※令和４年度以降入学生用 

学校番号 ４０１ 

 

令和５年度 国語科 

 

教科 国語 科目 現代の国語 単位数 ２単位 年次 １年次 

使用教科書 「現代の国語」 （筑摩書房） 

副教材等 

・新訂 チャレンジ常用漢字（第一学習社） 

・わかる、とける 現代文 解法のテクニック１ 三訂版（啓隆社） 

・重点整理 新・国文学史ノート（日栄社）  

・新総合図説国語（東京書籍）  

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・私たちは「言葉」を用いて思考し、表現し、理解します。表現する力、読み取る力は生きていく上で重要です。「生

きる力」を育むために、主体的に積極的に学習に取り組んでください。 

・授業では「読む」活動だけでなく、話し合いや論述などの「話すこと」・「聞くこと」・「書くこと」の活動も行

います。実社会や実生活に生かせるよう、「言葉の特徴や使い方」に関する知識や技能を身につけ、「思考力」・

「判断力」・「表現力」等の能力を育成し、「国語の能力」を高められるよう努力してください。 

・授業の前に自分で本文を読んでおきましょう。分からない漢字の読みや語句の意味があれば、辞書などで調べてお

きましょう。それでもわからないことや疑問に思ったことは授業で解決し、学んだことは必ず復習をして身につけ

てください。 

・授業のノートは、板書以外でも重要なことだと思えばメモしておきましょう。小テストは家庭学習が重要です。ワ

ークシートは提出期限を守ってください。 プリント類を「埋める」のではなく、じっくり考えて読み解きましょ

う。 

２ 学習の到達目標 

言語活動を通して、国語で的確に理解し効果的に表現する資質・ 能力を次のとおり育成することをめざす。  

（１）実社会に必要な国語の知識や技能を身につけるようにする。  

（２）論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、他者との関わりの中で伝え合う力を高

め、自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにする。 

（３）言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我が国の言語文化

の担い手としての自覚をもち、言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観
点 

ａ 知識・技能 ｂ 思考・判断・表現 ｃ 主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

実社会に必要な国語の知識や技
能を身につけている 

「話すこと・聞くこと」、「書くこと」、
「読むこと」の各領域において、論理的
に考える力や深く共感したり豊に想像し
たりする力を伸ばし、他者との関わりの
中で伝え合う力を高め、自分の思いや考
えを広げたり深めたりしている。 

言葉を通して積極的に他者や社会
に関わったり、ものの見方、感じ
方、考え方を深めたりしながら、
言葉がもつ価値への認識を深めよ
うとしているとともに、読書に親
しむことで自己を向上させ、我が
国の言語文化の担い手としての自
覚を持とうとしている。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 



※令和４年度以降入学生用 

 

学
期 

単元の学習内容 単元の評価規準 
評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一
学
期 

 文章の流れを捉えて要旨を

把握し、自分の思考の中に

ある「境目」「区切り」につい

て考える。 

ａ：常用漢字を文章の中で活用してい

る。語彙を豊かにしている。 

ｂ［書］：文章の流れを的確に捉え、要

旨を理解し、作品のもたらした新たな

視点を文章化する。 

ｃ：自分の思考を「境目」という観点から

深く検証している。 

ワークシート 

小テスト 

定期考査 

 

ワークシート 

定期考査 

 

 

ワークシート 

 

 

   

 

［教材］ 

「境目」川上弘美 

［参考教材］ 

「一般化のワナ」苫野一徳 

接続詞や指示語を手がかり

に内容や構成を的確に捉え

評論文を読み解く。 

ａ：接続詞の用法、指示語の指示内容

を理解している。 

ｂ[読]：内容や構成を的確に捉え、要

旨を理解している。 

ｃ：難解な文章を論理的に分析し、自

分なりに読み取ろうとしている。 

ワークシート 

小テスト 

定期考査 

 

定期考査 

ワークシート 

発問評価 

ワークシート 

定期考査 

 

［教材］ 

「評論読解のポイント」 

   「システムと変異」 

        中屋敷 均 

理解したことをわかりやすく

伝える 

ａ：本文の語句の意味を的確に捉え全

体の流れをつかむ。 

ｂ[話／聞]：理解した内容をわかりやす

く伝える。聞いた内容をメモして、相互

評価に役立てる 

ｃ：自分で文章を読んで理解を深め、

理解した内容に自分の意見を加えて

かりやすく伝える工夫をする。  

ワークシート ワークシート 

班活動によ

る相互評価 

ワークシート 

［参考教材］ 

「ことばがつくる女と男」 

        中村 桃子 

読みといた文章を、簡潔に

要約する 

ａ：常用漢字を文章の中で活用する。 

接続詞・指示語を正確に用いる。 

ｂ[書]：要点を捉えて、簡潔に文章をま

とめる。 

ｃ： 「要約作成のポイント」を熟読して

理解し、学んだ知識を自分なりに活用

している。 

ワークシート 

小テスト 

定期考査 

ワークシート 

定期考査 

ワークシート 

［教材］ 

「要約作成のポイント」 

「贈り物と商品の違い」  

松村圭一郎 

二
学
期 

    

話を聞き、自分で問いを立

て理解を深める 

ａ：正しい言葉遣いで推薦したい本の

内容をまとめる。 

ｂ［話/聞］：的確な表現を用いてわかり

やすく話す。話を深めたり、広げたりで

きるような質問をする。 

ｃ： 積極的に問を立てている。 

ワークシート ワークシート 

班活動によ

る相互評価 

ワークシート 

班活動の観

察 
［教材］「質問する力」を育て

よう 

会話文と描写の果たす役割

を考えながら、文章を読む 

ａ：語句の意味を調べ、語彙を豊かに

する。 

ｂ[読]：会話文と描写の果たす役割を

考えながら内容を理解する。 

ｃ：「他人の靴を履く」ということはどうい

うことか、自分の考えを深める。 

ワークシート 

小テスト 

定期考査 

ワークシート 

定期考査 

 

発問評価 

ワークシート 

［教材］ 

「誰かの靴を履いてみるこ

と」ブレイディみかこ 

資料やデータを読み取り、

対比をとらえながら、文章を

理解する。 

ａ：グラフの用い方を理解している。  

ｂ[読]：資料やデータをよみとり対比を

とらえながら、文章を理解する。 

ｃ：自分なりの工夫を加えて筆者の主

張をワークシートにまとめる 

ワークシート 

小テスト 

定期考査 

ワークシート 

定期考査 

 

発問評価 

ワークシート 

定期考査 ［教材］ 

「わかっていることいないこ

と」   堀 正岳 

テーマを決め議論する 
ａ：議論を成り立たせる土台や議論の

進め方を身につける。 

ワークシート 

定期考査 

ワークシート 

班活動によ

班活動の観

察 



※令和４年度以降入学生用 

４ 学習の活動 

※表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度   

※単元の評価規準[ｂ]について…括弧内には[ 話／聞、書、読 ]のどれか一つを記入して下さい。 

※年間の各領域時間数 

  ・話すこと／聞くこと …  （    ２０   ）時間 

  ・書くこと      …  （    ３０   ）時間 

  ・読むこと      …  （    １０   ）時間 

［教材］「〈私〉時代のデモク

ラシー」（宇野 重規） 

ｂ[話/聞]：筆者の意見を踏まえた上

で、論拠を明確にして主張を述べる。 

ｃ：自分の考えをしっかりとねり、積極

的に表現している。 

 る相互評価 

定期考査 

ワークシート 

 

 

 

エピソードを効果的に使う。 
ａ：引用の効果的な用い方について理

解している。 

ｂ[書]：エピソードを効果的に用いて文

章を組み立てる。 

ｃ：ふさわしいエピソードを探し、説得

力のある文章を組み立てている。 

ワークシート 

小テスト 

定期考査 

ワークシート 

定期考査 

ワークシート 

［教材］「マルジャーナの知

恵」（岩井 克人） 

筆者の主張をよみとり、それ

に基づいて自分の意見を文

章にまとめてみる。 

ａ：常用漢字を文章の中で活用する。 

接続詞を効果的に用いる。 

ｂ[書]：論拠から主張への組み立てを

工夫し、意見を文章にまとめる。  

ｃ：論拠となるような情報や資料を集

め、文章を組み立てている。 

ワークシート 

定期考査 

ワークシート 

定期考査 

発問評価 

ワークシート 

［教材］「主体という物語」（小

坂井 敏晶） 

三

学

期 

具体例と対比についてとら

えながら、「文化相対主義」

について考え、話し合う。 

ａ： 本文の語句の意味を的確に捉え

全体の流れをつかむ。 

ｂ[話/聞]：自分たちと異なる文化につ

いて、新たに知ったことを自分なりに

考察し感じたこと、考えたことをわかり

やすく述べる。また、他の人の意見に

対して、自分の立場を明らかにして意

見を述べる。 

 ｃ：深く考えて自分の意見をまとめる。

わかりやすく伝えるように工夫する。人

の意見をしっかり聞き、自分の考えを

深めていく。 

ワークシート 

定期考査 

ワークシート 

班活動によ

る相互評価 

定期考査 

班活動の観

察 

ワークシート 

［教材］「開かれた文化」（岡 

真理） 

相対化の視点を身につけ

る。 

ａ：常用漢字を文章の中で活用する。

原稿用紙の使い方のきまりを理解す

る。 

ｂ [書]：筆者の問いかけと解答を順序

立ててまとめ要旨を簡潔にまとめる。 

ｃ：リスク社会に生きる私たちに求めら

れることは何か、本文を踏まえて考察

を深める。 

 

ワークシート 

小テスト 

定期考査 

ワークシート 

定期考査 

ワークシート 

［教材］「リスクと近代社会」

大澤真幸 

異なる立場に立った見方、

考え方について考察する。 

ａ：常用漢字を文章の中で活用する。

難解な語句の意味を調べ、語彙を増

やす。 

ｂ [話/聞]：同じ体験でも視覚の有無

によって記憶のあり方が違う、という文

章の主旨をとらえ、そこから発展し、

「物事の見方の違い」について、いろ

んな角度から意見を交換する。 

ｃ：自分の視点以外の捉え方について

広く考え、視野を広げる。 

ワークシート 

定期考査 

ノート 

ワークシート 

定期考査 

班活動の観

察 

 

 

ワークシート 

［教材］「記憶する体」（伊藤

亜紗） 


